
オンライン留学 ~Urban Planning in Freiburg , Germany~

建築・都市システム学専攻 修⼠1年 1．プログラム概要

2．研修・活動内容

3．⽬標と成果

4．今後の抱負

⽬次

プログラム概要

参加プログラム： SAF短期研修
プログラム名 ： 短期研修型 ドイツの持続可能な都市づくり
実施形態 ： オンライン
期間 ： 2021年 9⽉6⽇ (⽉) ~ 9⽉24⽇ (⾦) 3週間
必要な語学⼒ ： TOEIC450点以上
必要なGPA ： GPA2.0以上

(参考写真:Vauban 持続可能モデル地
区)

研修・活動内容

¡研修時間
基本的に2時間〜2時間半

¡研修内容
・ゲストレクチャー
・カルチャーセッション
・グループ ディスカッション
・プレゼンテーション発表
・バーチャル市内ツアー

持続可能な社会の実現を果たしている都市フライブルクで都市計画を
学ぶことで、持続可能な社会の実現や環境問題について理解を深める

プログラム

カルチャーセッション サスティナブルセッション



¡研修時間
週3回 2時間〜2時間半
¡研修内容
・Introduction
・History, urban planning & the 
pedestrian zone
・Sustainable business,
architecture, mobility
・Green Industry Park and 
Blooming Industrial Areas
・Vauban district
・Suburban agriculture,
・Student presentations

研修・活動内容
~カルチャーセッション~

¡研修時間
週2回 2時間〜2時間半
¡研修内容
・Introduction
・Local Food & Drink
・Festivals & Events
・Freiburgʼs region
・Culture

フライブルグのイベントや⾵習、⾷⽂化・伝統などを幅広く学んだ 研修・活動内容
~サスティナブルセッション~

交通・ビジネス・建築・農業など様々な分野の持続可能な取り組みを
学んだ

¡研修時間
週3回 2時間〜2時間半
¡研修内容
・Introduction
・History, urban planning & the 
pedestrian zone
・Sustainable business,
architecture, mobility
・Green Industry Park and 
Blooming Industrial Areas
・Vauban district
・Suburban agriculture,
・Student presentations

⽬標と成果

⽬標

・ドイツへ留学するための基礎知識

(持続可能なまちづくりとは実際にどのような事業を⾏っているのか、⽇本の都市づくりとの違

いは何か、⽇本に応⽤できる技術があるかなど)の取得

・⽇常会話や専⾨⽤語を⽤いた会話などによる語学⼒の向上

⽬標と成果

成果

・フライブルクの持続可能な取り組みの詳細を知ることができた。

⽇本でも持続可能という⾔葉は近年よく⽿にするようになったが、ドイツのように都市規模

で多くの⼈が環境問題に対して意識しているという現状はまだできていないと感じた。

・環境問題への関⼼が⾼まり、普段の⾏動で意識するようになった。



⽬標と成果

成果

・講義中にグループワークの機会が多くあったため⾃分の意⾒をアウトプットしたり、⾃分が

思いつかないような⾯⽩い意⾒も知ることができた。

・英語の勉強に対するモチベーションが向上した。

今後の抱負

■この研修を通して、⾃分の語学⼒の低さを実感
短期的な⽬標
・来年度から計画しているドイツ留学に向けて語学の勉強

TOEFLやIELTSのテストの受験で⽬標点を⽬指す

■⾃分の国について知らないことが多いとわかった
・インターネットや本などで情報を得るだけでなく実際に現地に⾏き歴史的な街並みや産業に触れていくつ
もりである
・⽇本の⽂化の⼀つとして⼩学⽣の頃習っていた茶道をまたはじめてみようと思う


